
日
明
文
化
交
渉

の

一
斑

福

鳥痢

俊

翁

日
本
と
明
国
と
の
往
来
は
明
の
太
祖

(朱
元
璋
)
が
洪
武
元
年

(
一
三
六
八
)
に
使
を
遣
わ
し
て
我
が
国
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
に
始
ま
る
。
そ
れ
は

「明
史
」
日
本
伝
に

「洪
武
二
年
三
月
、
帝
は
行
人
楊
載
を
遣
し
て
日
本
に
詔
諭
し
、

詰
る
に
入
冠
の
故

も

を
以
て
す
。
謂

へ
ら
く
宜
し
く
入
朝
し
て
我
が
朝
廷
に
来
れ
。
然
ら
ざ
れ
ば
兵
を
修
め
て
自
ら
固
く
せ
ん
。

倫
し
必
ず
冠
盗
を
な
さ
ば
、

ゆ

即
ち
将
に
命
じ
て
但
き
征
た
し
め
ん
の
み
。
王
其
れ
之
を
図
れ
」
と
記
さ
れ
た
よ
う
な
強
硬
な
明
国
の
態
度
で
あ

っ
た
。

日
本
で
は
此

の
時
、
明

の
使
者
五
人
を
殺
し
、
楊
載

・
呉
文
華
等
を
三
か
月
間
拘
留
し
た
の
で
あ

っ
た
。

洪
武
四
年

(
一
三
七

一
)
の
冬
、

「日
本
国
王
良
懐

(当
時
征
西
府
将
軍
で
あ

っ
た
懐
良
親
王
の
こ
と
)、
其
の
僧
祖
来
を
遣
し
、
表
箋
を
進

め
、
馬
、
方
物
を
貢
す
。
並
に
僧
九
人
来
朝
す
」
と
明
史
に
あ
る
が
、

そ
れ
が
日
本
か
ら
明
国
に
入
貢
し
た
と
い
う
初
め
で
あ
ろ
う
。

爾
来
明
国
三
百
年
の
間
に
於
い
て
日
本
の
僧
侶
で
入
明
し
た
老
は
非
常
に
多
く
少
く
と
も
百
余
人
を
降
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て

其

の
入
明
に
就
い
て
は
室
町
幕
府
の
使
命
を
う
け
、
正
使
或
は
副
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
公
人
と
、
個
人
的
に
仏
教
の
研
究
或
は
中
国
文
化

の
修
得
の
た
め
の
人
々
と
二
種
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

相
国
寺
の
景
徐
周
麟

(
一
四
四
〇
1
一
五
一
八
)
の

「翰
林
請
藍
集
巻
七
」
に
出
て
い
る

「送
貞
友
竹
遊
大
明
国
序
」
を
見
る
と
、

日
明
文
化
交
渉
の
一
斑

(福
嶋
)

一



二

中
華
に
は
初
め
勘
合

の
信
無
く
、
往
来
す
る
老
、
各
々
其
の
志
に
従

へ
り
。
永
楽
の
後
は
勘
合
を
以
て
符
信
と
為
す
。
表
文
を
捧

げ
ず
、
勘
合
を
持
た
ざ
る
者
は
禁
じ
て
入
れ
ず
。

一
た
び
入
る
者
も
其
の
留
ま
る
こ
と
僅
か
に

一
年
を
歴
る

の
み
。

(五
山
文
学
全

集
第
四
巻
)

と
い
っ
て
お
り
、
ま
た
同
じ
相
国
寺

の
周
鳳
瑞
漢

(
一
三
九
ニ
ー

一
四
七
三
)
が
文
明
二
年

(
一
四
七
〇
)
に
著
わ
し
た

「善
隣
国
宝
記
」
に

は

古
よ
り
両
国
商
舶
の
来
る
も
の
往
く
も
の
、
海
上
相
望
む
。
故
に
仏
氏
た
る
者
、
大
は
則
ち
化
を
行
ひ
道
を
唱
ふ
る
の
師
、
小
は

則
ち
方
に
遊
び
法
を
求
む
る
の
士
、
各

々
其
の
志
を
遂
ぐ
。
元
朝
信
を
絶
つ
の
際
も
尚
爾
り
。
況
ん
や
其
の
余
を
や
。
勘
合
有

っ

て
よ
り
以
来
、
使
船
の
外
、
決
し
て
往
来
無
し
。
恨
む
可
き
哉
。

と
あ
る
の
を
見
て
も
、
永
楽
年
間
に
結
ば
れ
た
勘
合
貿
易

(使
者
使
命

の
真
偽
を
校
勘
す
る
た
め
に
押
印
し
て
両
分
し
た
切
符
を
発
給

し

て
貿
易
す
る
所
の
条
約
)
は
、
日
本
僧
が
自
由
に
入
明
す
る
上
に
大
い
な
る
支
障
を
来
た
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

然
し
こ
れ
に
は
例

外

も
あ

っ
て
、
東
福
寺
栗
棘
庵
の
恵
鳳
翔
之
の

「竹
居
清
事
」
に
出
て
い
る

「奉
贈
九
淵
禅
師
遊
大
明
国
序
」
の
中

に

禅
師
は
南
遊
に
志
あ
る
者
久
し
。
今
弦
入
貢

の
船
あ
る
に
方
り
、

乃
ち
名
を
使
臣
士
官
の
列
に
匿
し
姑
く
以
て
其

の
夙
志
に
酵

い

し
な
り
。
蓋
し
其
の
志
の
在
る
所
あ

っ
て
存
す
。
浅
徒

の
観
襯
す
可
き
に
非
ざ
る
也

と

い
う
よ
う
な
事
実
も
稀
に
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

官
使
と
し
て
で
な
く
求
法

の
た
め
に
入
明
し
た
僧
侶
は
在
明

の
期
間
が
比
較
的
長

か

っ
た
の
で
、
彼
の
地
の
文
化
の
移
入
に
大

い
な
る
力
が
あ

っ
た
。
就
中
応
安
元
年
(
二
二
六
八
)
に
入
明
し
た
絶
海
中
津
(
一
三
三
六
-

一

四
〇
五
)や
汝
霧
良
佐
(後
妙
佐
と
改
む
)
の
如
き
は
最
も
著
名
で
あ
る
。



汝
森
は
永
和
四
年

(
一
五
七
八
)
に
絶
海
と
共
に
入
明
し
、
在
明
十

一
年
に
し
て
帰
朝
し
た
の
で
あ
る
が
、
在
明
中
蕪
州
の
承
天
寺
に

お

い
て
箋
翰
を
掌
り
、
鐘
山
で
は
五
山
の
諸
老
と
共
に
大
蔵
経
を
点
検
し
た
人
で
あ
る
。

師
は
文
章
に
長
じ
其
の
文
稿
の
高
園
集
に
は

当
時
翰
林
学
土
と
し
て
有
名
な
宋
景
廉

(明
史
、

=
天

、
本
伝
が
あ
る
)
が
祓
文
を
書
い
て
、

右
日
本
沙
門
汝
森
為
る
所
の
文

一
巻
、
余
之
を
読
ん
で
再
に
至
る
。
其

の
史
に
出
で
経
に
入
り
、
勇
ら
諸
子
百
家
に
及
ぶ
を
見
、

固
よ
り
已
に
其

の
博
贈
を
嘉
す
。
辞
を
遣
る
に
至

っ
て
又
能
く
籠
徐
に
し
て
迫
ら
ず
、
豊
膜
に
し
て
雅
に
近
し
、
益
女
其
の
賢
を

歎
ず
。
頗
る
其

の
是
を
致
す
所
以
の
者
を
詞
ぬ
る
に
、
蓋
し
来
つ
て
中
夏
に
遊
ぶ
者
久
し
く
、
凡
そ
文
章
鉦
公
に
遇

へ
ば
、

悉
く

之
に
趨
事
す
。
故
に
其

の
指
教
を
得
、
深
く
規
矩
準
縄
を
知

っ
て
、
能
く
文
字
を
し
て
職
に
従

つ
て
難
な
か
ら
し
め
し
な
り
。

汝

霧
は
今
鯨
波
に
汎
ん
で
東
に
還
る
。
文
を
以
て
其
の
国
中
に
鳴
ら
ん
こ
と
蓋
し
疑
な
か
ら
ん
。
鳴
呼
汝
霧
は
禅
家
の
流
な
り
。

諸

相
を
蕩
空
し
、
五
藻
四
大
を
視
て
、
猶
お
土
口
と
為
す
。
況
ん
や
身
外

の
文
を
や
。
萄
し
此
に
執
し
て
遷
ら
ざ

れ
ば
或
は
将
に
道

と
相
違
は
ん
と
す
。
然
り
と
錐
も
汝
森
は
偏
ね
く
名
山
に
参
じ
、
禅
観
に
精
し
く
、

其
の
此
の
義
に
於
け
る
未

だ
嘗
て
之
を
知
ら

ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
特
り
如
幻
三
昧
を
以
て
翰
墨
の
間
に
游
戯
す
る
の
み
。
翰
墨
に
游
戯
す
る
は
難
き
に
非
ず
、

而
も
其
の
心
を
空

に
す
る
を
難
し
と
為
す
。
所
謂
心
空
な
れ
ぱ
則
ち

一
切
皆
空
に
し
て
諸

の
世
諦
文
字
を
視
る
に
、
粗
述
あ
り
と
錐
も
、
而
も
本
よ

り
粗
述
無
し
。
仮
名
有
り
と
錐
も
、
而
も
実
に
仮
名
無
し
。
惟

一
惟
二
、
惟
二
惟

一
、
初
よ
り
何
ぞ
道
を
擬
げ
ん
や
。
汝
森
の
文

を
観
る
者
、
又
当
に
此
に
於
て
之
を
求
む
べ
し
。
汝
霧
名
は
良
佐
、
遠
州
高
園
の
人
。
姓
は
藤
氏
、
嘗
て
燕
の
承
天
寺
に
掌
書
記

と
な
り
、
継

い
で
五
山
の
諸
大
老
に
同
じ
て
鍾
山
に
入
り
毘
盧
大
蔵
経
を
点
校
す
。
其

の
同
炮
皆
畏
れ
て
之
を
愛
す
と
云
ふ
。

(賊
日
本
僧
汝
縣
文
稿
後
。
隣
交
徴
書
二
篇
巻
之
一
)

日
明
文
化
交
渉
の
一
斑

(福
嶋
)

三



四

と

い
っ
て
い
る
。
今
日
汝
森

の
文
稿

の
全
体
が
伝
わ
ら
ず
、

明
朝
風
の
四
六
文
の
疏
稿
た
る
汝
森
佐
禅
師
疏

(高
園
藁
)
一
本
が
建
仁
寺

塔
頭
両
足
院
に
現
存
す
る
。
汝
森
は
絶
海
と
共
に
天
授
四
年

(
一
三
七
八
)
に
帰
朝
し
、

足
利
義
満
の
建
て
た
城
西

の
宝
憧
寺
に
住
し
た

が
其
の
後

の
消
息
は
明
ら
か
で
無

い
。

応
仁
二
年
(
一
四
六
八
)遣
明
正
使
の
天
与
清
啓
の
随
員
と
し
て
選
ば
れ
、
四
十

一
歳
で
入
明
し
た
人
に
、
桂
蕎
玄
樹
(
一
四
二
七
-

一
五

〇
八
)
が
あ
る
。
桂
篭
は
島
蔭
又
は
海
東
野
釈
と
号
し
、

周
防
山
口
の
人
で
幼
に
し
て
上
洛
、
南
禅
寺

の
得
巌
惟
肖

に
就
い
て
儒
釈
の

書
を
学
び
其

の
衣
鉢
を
伝
え
た
。
入
明
し
て
公
務
を
果
た
し
た
後
、
儒
学
の
研
究

の
為
め
に
中
国
に
留
ま

っ
て
、
当
時
文
学
の
淵
叢
地

と
し
て
知
ら
れ
た
藻
州

・
杭
州
の
地
方
に
遊
歴
し
、
大

い
に
見
聞
を
ひ
ら
き
、
劉
洪

・
盧
璃

・
宗
顕
挽
光
、
金
亮
雛
闇

・
命
沢
、
飽
垣
、

沈
湯
、
方
震
、
張
珊
、
挽
鋪
等
の
明
儒
と
交
游
し
、
朱
子
学
を
修
め
来
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
師
は
後
年
儒
書
を
説
く
に
当

っ
て
、

書

経

に
は
薬
沈
の
伝
、
四
書
の
講
義
に
は
椀
士
毅

の
輯
釈

の
説
を
用
い
て
い
る
が
、

そ
れ
は
当
時
明
儒
の
間
に
盛
行
し
た
学
風
を
受
け
伝

え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
桂
篭
の
帰
朝
は
文
明
五
年

(
一
四
七
三
)
で
あ
る
が
、

一
旦
使
者
と
し
て
の
報
告
を
済
ま
し
て
か
ら
戦
乱
を
さ
け

て
九
州
を
歴
游
し
、
熊
本
の
菊
地
氏
の
厚
遇
を
う
け
、
後
さ
ら
に
薩
摩

の
島
津
氏

の
招
き
に
応
じ
て
文
明
十
年

(
一
四
七
八
)、
島
津
忠

昌
が
桂
蕎
の
た
め
に
創
立
し
た
島
陰
寺
(桂
樹
院
と
も
い
う
)
に
住
し
、
忠
昌
に
書
経
察
伝
の
講
義
を
し
て
い
る
。
其

の
頃
薩
摩
は
禅
宗
が

盛

ん
で
あ

っ
て
文
学
あ
る
士
人
の
多
く
は
桂
蕎
を
歓
迎
し
て
そ
の
講
席
は
常
に
盛
況
を
極
め
た
の
で
あ

っ
た
。
桂
篭
は
薩
摩
に
在

っ
た

時
代
島
津
氏
の
国
老
伊
地
知
重
貞
と
謀

っ
て
朱
子
の
大
学
章
句
を
刊
行
し
た
。

之
は
日
本
に
お
け
る
朱
子

の
書

の
出
版
と
し
て
最
初
の

も

の
で
、
文
明
十
三
年

(
一
四
八

一
)
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
世
に
之
を
文
明
版
大
学
或
は
伊
地
本
と
称
す
る
。

こ
の
大
学
章
句
は
日
向

薩
摩
大
隅
の
三
国
の
間
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
か
ら
十
余
年
後
に
は
そ
の
版
木
が
磨
滅
す
る
に
至

っ
た
の
で
伊
地
知
重
貞
は
延
徳
四
年



(
一
四
九
二
)
十
月
、改
め
て
桂
樹
禅
院
か
ら
再
版
し
て
い
る
。
之
が
延
徳
本
大
学
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(大
正
十
四
年
西
村
時
彦
博
士

に
よ
っ
て
影
印
さ
れ
て
い
る
)
こ
の
延
徳
本
は

大
学
の
本
文
と
朱
子

の
章
句
と
を
同
大
の
文
字
と
し
、
章
句
を

一
字
下
げ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
こ
れ
は
朱
子

の
註
と
本
文
と
を
同
時
に
読
ま
す
べ
く
作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
他
の
薩
摩
で
刊
行
さ
れ
た
経
書
も
同
じ
形

式

を
踏
ん
で
い
る
。
如
何
に
朱
子
の
説
を
尊
ん
だ
か
が
之
か
ら
も
知
り
得
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。

桂
番
は
実
に
深
く
朱
子
学
を
尊
重
し

　

　
　
　
　

　

ひ
　
ぽ
　
ぱ
　

　
　
　
　
　
　
や
り
　

　

　
　
　
　

不
宗
朱
子
元
非
学
。
看
到
匡
盧
始
是
山

と

い
う
明
国
学
界
の
常
套
語
を
掲
げ
、
自
ら
四
書
を
授
く
る
に
当

っ
て

「家
法
倭
点
」
な
る
も
の
を
以
て
し
た
。
家
法
倭
点
は
桂
番
が

文
亀
元
年

(
一
五
〇

一
)
に
国
字
で
四
書
の
朱
子
註
を
説
き
、
和
点
の
法
を
述
べ
た
も
の
で
、
今
日
か
ら
見
れ
ぱ
極
め
て
簡
単
な
内
容
と

思

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
こ
れ
が
宋
学
の
流
行
を
促
進
せ
し
め
る
に
絶
大
な
力
と
な

っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
今
日
こ
の
書
に

は
二
種

の
伝
本
が
あ
り
、

一
は
慶
長
十
六
年

(
一
六
二

)
九
月
七
日
俊
正
と
い
う
人
の
奥
書
の
あ
る
写
本
で
表
題
は

四
書
五
経
古
註
与
新
註
之
作
者
並
句
読

と
な
っ
て
い
る
も
の
、
他
の

一
は
桂
篭
の
学
統
を
嗣
い
だ
如
竹
散
人
が
寛
永
元
年

(
=
ハ
ニ
四
)
に
江
戸
で
刊
行
し
た

「家
法
倭
点
」
と

題
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
者
の
う
ち
写
本
は
刊
本
よ
り
も
内
容
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
如
竹
本
は
写
本
の
要

点
を
摘
録
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
何
れ
も
こ
れ
は
桂
番
が
朱
子
学

の
由
来
や
四
書
の
読
法
を
門
下
に
授
け
た
筆
記
で
従
来
の
訓
法
を
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

桂
蕎
は
明
応
九
年

(
一
五
〇
〇
)
建
仁
寺

の
二
百
四
十
世
を
つ
ぎ
、
其

の
後
南
禅
寺
か
ら
招
請
さ
れ
た
が
上
洛
せ
ず
、
文
亀
二
年

(
一
五

〇
二
)
鹿
児
島
城
外
の
東
帰
庵

に
退
居
し
、
永
正
五
年
(
一
五
〇
八
)薩
摩

の
太
守
忠
昌
と
同
年
に
八
十
二
歳
で
示
寂
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ

の
薩
摩
に
三
十

一
年
間
在
任
し
関
西
の
村
夫
子
を
以
て
自
ら
任
じ
、
禅
余
程
朱
の
学
説
を
其

の
徒
に
授
け
、
門
下

に
は
薩
摩
侯
島
津

日
明
文
化
交
渉
の
一
斑

(福
嶋
)

五



六

忠
昌
を
始
め
其
の
重
臣
の
外
、
釣
雪
玄
甫

・
都
渚
玄
様
、
玄
章
、
月
渚
永
乗
、

一
翁
玄
心
、
雲
巌
崇
沢
、
舜
田
耕
翁
等

の
諸
禅
柄
が
多

か

っ
た
。
師
は
宋
学
に
精
通
し
た
の
み
な
ら
ず
、
桂
番
の
文
集
で
あ
る
島
陰
集
の
序
に
明
の
洪
常

(子
経
)
が

今
天
子
弘
治
と
改
元
せ
る
の
八
年
、
日
本
国
復
訳
し
て
来
朝
す
。
舟
、
吾
郵
江
の
上
り
に
次
る
。

一
日
客
あ
り
、
其
国
南
禅
寺

の

僧
桂
蕎
の
嶋
隠
集
凡
そ
若
干
万
言
を
持

っ
て
、
予
に
詣
る
。
華
語
を
解
せ
ず
、
紙
筆
を
索
め
て
以
て
予
に
告
げ

て
曰
く
、
桂
蕎
は

吾
国
纏
流
中
の
翅
楚
な
り
。
内
典
に
精
し
く
儒
書
に
通
じ
、
募
ら
荘
列
に
及
ぶ
、

一
と
し
て
心
を
究
め
ざ
る
も

の
無
し
。

成
化
四

年
、
上
国
に
観
光
し
、
華
の
大
夫
士
に
従

っ
て
遊
ぶ
を
得
て
、
其
の
未
だ
能
せ
ざ
り
し
所
を
益
増
す
。

帰

っ
て
乱
を
避
け
て
豊
筑

肥
の
三
州
に
居
る
。
凡
そ
其
の
性
情
を
吟
詠
し
応
酬
干
求

の
作
、
皆
是
に
在
り
。
終
に
薩
州
の
麗
嶋
に
居
る
。

故
に
島
隠
集
と
名

つ
く
。
敢
て
大
人
先
生
の

一
言
を
再
ひ
以
て
之
に
序
と
せ
ん
。
僕
し
不
拒
を
蒙
ら
ば
其
の
栄
幸
た
る
、
属
ぞ
言
ふ
可
け
ん
や
と
。

予
嘗
て
其

の
紀
夢
遇
旧
の
作
を
見
る
に
、
能
く
曲
さ
に
離
索

の
意
を
尽
せ
り
、
則
ち
固
く
心
に
之
を
敬
せ
り
。

是
の
集
を
観
る
に

及
べ
ば
、
則
ち
誠
に
華

の
作
者
及
び
其
国
粟
田
窩
然
の
下
に
在
ら
ざ
る
な
り
。
嘉
す
可
き
の
み
。

乃
ち
辞
せ
ず
し
て
序
を
為
り
、

以
て
之
を
帰
す
。

と
書

い
て
い
る
如
く
、
弘
く
内
典
儒
書
諸
子

の
学
に
通
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
明
の
厳
克
正
も

桂
蕎
玄
樹
禅
師
は
釈
典
を
精
究
し
、
労
ら
四
書
百
家
子
史
に
通
ず
。
尚
書
に
於
て
尤
も
心
を
究
む
。

吾
諏
尚
書
は
往
々
皆
古
注
に

従
ふ
も
而
も
禅
師
は
独
り
晦
番
朱
夫
子
に
依
れ
り
。
門
人
の
伝
と
后
の
講
解
と
は
こ
れ
を
掌
に
指
す
が
如
し
。

誠
に
日
本
縞
流
中

の
巨
壁
な
り

と
推
称
し
て
い
る
程
で
あ
り
、
辞
藻
に
於
い
て
も
当
時
劉
洪
や
盧
璃
の
如
き
明
人
を
し
て
唐
人
の
風
あ
り
と
嘆
賞

せ
し
め
て
い
る
。

江



戸
末
期

の
儒
者
佐
藤

一
斎
が
凡
そ
二
百
七
十
年
の
後
(天
保
+
三
年
)師
の
頂
相
に
賛
し

吾
道

一
貫

無
レ隠
一乎
爾
唱

身
披
一禅

衣
一

心
服
二闘
里

洛
派
東
漸

宴
自
レ師
始

心
月
千
古

桂
影
遠
被

と
題
し
て
い
る
の
は
実
に
其
の
要
を
得
た
詞
で
あ
ろ
う
。
桂
奄
の
著
に
は
島
陰
集
(島
隠
漁
唱
と
も
い
う
)三
巻
。
島
隠
漁
唱
文
集

一
巻
、

島
隠
雑
著

一
巻
、
桂
奄
家
法
和
点
、
南
游
集
等
が
あ
り
、
南
游
集
は
そ
の
在
明
時
代
の
詩
文
を
収
録
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
早
く
侠
し

て
伝
わ
ら
な
い
。

な
お
入
明
し
た
禅
僧
に
は
画
僧
と
し
て
有
名
な
雪
舟
等
楊
が
あ
り
、
別
に
了
蕎
、
策
彦
等
等
幾
多
の
名
柄
が
数
え
ら
れ
る
が
、

こ
こ

に
は
後
の
二
者
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

了
奄
桂
悟
(
一
四
二
五
-

一
五
一
四
)

伊
勢
の
人
三
浦
氏
、
別
に
鉢
袋
子
ま
た
堆
雲
と
号
し
、
京
都
真
如
寺
の
大
疑

の
法
嗣
、
の
ち
東
福
寺
に
出
世

(
一
七

一
世
)
し
後
土
御

門
天
皇
の
信
崇
を
得
て
其

の
法
問
に
答
え
、
了
蕎
の
二
字
を
書
し
与
え
ら
れ
、
永
正
三
年

(
一
五
〇
六
)
に
は
後
柏
原
天
皇
か
ら
仏
日
禅

師

の
号
を
特
賜
さ
れ
、
永
正
六
年
八
十
三
歳
の
高
齢
で
遣
明
正
使
と
な

っ
た
が
海
風
の
た
め

一
旦
帰
東
し
、
永
正
八
年

(
一
五

二

)
入

明
し
、
明
使
の
抑
圧
に
対
し
強
硬
に
折
衝
し
て
使
命
を
辱
め
な
か

っ
た
。
壬
申
入
明
記
は
当
時
の
日
記
で
あ
る
。

明
国
で
は
了
奄
の
高

徳

を
歎
賞
し
、
武
宗
皇
帝
か
ら
金
欄
の
法
衣
を
賜
わ
り
、
詔
に
よ

っ
て
育
王
山
広
利
寺
に
住
し
、
在
明
中
、
公
卿
糟
紳
の
間
に
そ
の
道

価

を
慕
わ
れ
多
く
の
学
者
と
深
く
交
わ
る
所
が
あ

っ
た
。

永
正
十
年

(
一
五
;

一)
帰
国
す
る
に
当

っ
て
彼
の
地
の
士
大
夫
で
送
序
を
寄

せ
る
人
が
多
か

っ
た
中
に
、
彼
の
有
名
な
大
儒
王
陽
明
が

「
送
日
東
正
使
了
篭
和
尚
帰
国
序
」
な
る

一
文
を
寄
せ
て
い
る
。
今
こ
こ
に

日
明
文
化
交
渉
の
一斑

(福
嶋
)

七



八

卑
蔵
の
王
文
成
公
四
百
年
記
念
と
し
て
景
印
し
た
真
蹟
本
に
よ

っ
て
煩
を
厭
わ
ず
全
文
を
読
み
下
し
て
み
る
。

日
東
の
正
使
了
奄
和
尚
の
国
に
帰
る
を
送
る
の
序

み
だ

世
の
奔
就
を
悪
く
ん
で
煩
學
を
厭
ふ
者
は
、
多
く
は
遜
れ
て
釈
に
之
く
。
釈
と
為
る
に
道
あ
り
、
清
と
日
は
ず

や
。
擁
れ
て
濁
ら

あ
ら

そ
む

ず
、
潔
と
日
は
ず
や
。
押
れ
て
染
ま
ず
。
故
に
必
ず
息
慮
し
て
以
て
塵
を
洗
ひ
、
独
行
し
て
以
て
偶
を
離
る
、

斯
ち
其

の
道
に
誰

し
ろ

く
ろ

か
ず
と
為
す
な
り
。
筍
し
く
も
是
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、

則
ち
其
の
髪
を
皓
く
し
其
の
衣
を
維
く
し
其
の
書
を
梵
に
す
と
錐
も
、

亦
た
租
蘇
を
逃
る
る
の
み
縦
誕
を
楽
し
む
の
み
。
其

の
道
に
於
け
る
如
何
ぞ
や
。

今
日
本
の
正
使
堆
雲
桂
悟
字
は
了
蓄
と
い
ふ
所

の
者
、
年
上
寿
を
鍮
え
て
、
学
を
為
す
こ
と
を
倦
ま
ず
、
彼

の
国
王
の
命
を
領
し
、
来

つ
て
珍
を

よ
ぎ

大
明
に
貢
す
。
舟
、
鄭
江
の
濡
に
抵
り
、
館
に
駅
に
寓
す
。
予
嘗
て
こ
こ
に
過
り
、

其
の
法
容
潔
脩
律
行
堅
輩
に
し
て

一
室
に

坐
し
経
書
を
左
右
に
し
鉛
采
自
ら
陶
す
る
を
見
る
、
皆
楚
楚
と
し
て
観
愛
す
可
し
。
清
に
非
ず
し
て
然
ら
ん
や
。
之
と
空
を
弁
ず

れ
ば
、
則
ち
所
謂
預
め
諸
殿
院
を
修
せ
し
の
文
を
出
し
、
教
の
異
同
を
論
じ
以
て
吾
聖
人
に
並
ぶ
、
遂
に
性
閑
情
安
、
講
に
し
て

以
て
舜
な
ら
ず
、
浄
に
非
ず
し
て
然
ら
ん
や
。
且
つ
来
つ
て
名
山
水
を
得
て
遊
び
、
賢
大
夫
に
し
て
従
ひ
、
靡
曼
の
色
、

目
に
接

せ
ず
、
洛
睦
の
声
、
耳
に
入
ら
ず
、
而
し
て
奇
邪
の
行
、
身
に
作
さ
ず
。
故
に
其
の
心
日
々
に
益
々
清
く
、
志

日
々
に
益

々
浄
く
、

偶

々
離
る
る
を
期
せ
ず
し
て
自
ら
異
り
、
塵
洗
ふ
を
待
た
ず
し
て
已
に
絶
つ
。
弦
に
帰
思
あ
り
。

吾
国
之
と
文
字
し
て
以
て
交
る
者
、
太
宰
公
及
び
諸

々
の
繕
紳
輩
の
若
く
、
皆
文
儒
の
択
な
り
。
威
其

の
去

る
を
惜
し
み
、
詩

章
を
為

っ
て
以
て
迫
燭
を
艶
飾
す
、
固
よ
り
貸
し
て
濫
る
者
に
非
ず
。
吾
安
ぞ
序
せ
ざ
る
を
得
ん
や
。

皇

明
正
徳
八
年
歳
癸
酉
に
在
る
の
五
月
既
望



余
銚
王
守
仁
書
す

了
奄
と
王
陽
明
と
の
交
渉
の
時
処
等
に
つ
い
て
の
考
証
は
、
久
須
本
文
雄
氏
の
著

「
王
陽
明

の
禅
的
思
想
研
究
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

了
番
の
帰
朝
に
際
し
て
盧
希
王
、
楊
端
夫
が
送
別
の
詩
を
送
り
、
漸
江

の
提
督
黄
相
は

「日
東
了
蕎
禅
師
の
職
を
育

王
寺
に
転
ず
る
の

疏
並
に
序
」
を
製
し

了
蕎
は
異
域
叢
林

の
彦
な
り
。
僧
強
八
十
余
、
罷
眉
鶴
髪
、
動
止
雅
拘
、
尤
も
言
咲
を
萄
く
も
せ
ず
。
清
斎
習
静
の
余
、
経
典
の

秘
義
を
黙
究
す
る
の
み
。
初
本
国
に
在
り
て
大
檀
越
征
夷
大
将
軍
、
瑞
龍
山
南
禅
禅
寺
の
丈
室
人
に
乏
し
き
を
以
て
特
に
命
じ
て

之
に
主
た
ら
し
む
。
縞
流
允
服
す
。
頃
ろ
国
王
の
命
を
御
み
、
遠
く
中
華
に
使
し
、
声
名
文
物
の
盛
を
窺
ふ
こ
と
を
得
た
り
。
寧

波
に
育
王
寺
あ
り
琳
宮
梵
宇
、
金
碧
煙
煙
た
る
を
聞
き
、
乃
ち
職
を
此
の
寺
に
転
じ
て
居
る
者
之
を
久
う
し
、

大
い
に
教
典
を
脩

む
。

寧
波
の
府
衛
諸
官
僚
も
亦
た
其
の
能
く
迦
葉
に
墜
ち
し
像
教
の
中
、

人
あ
る
を
喜
ぶ
。

予
故
に
之
が
疏

を
為
る

(鄭
交
徴
書

二
篇

一
)

と
述
べ
て
お
り
、
四
川
按
察
副
使
四
明
の
黄
隆
は
了
蓄
の
社
友
東
帰
座
元

の
齎
し
た
了
篭
の
語
録
の
序
文
を
求
め
ら
れ

余
之
を
観
る
こ
と
三
再
、
余
も
亦
た
嘗
て
心
を
釈
学
に
究
む
る
者
、
覚
え
ず
し
て
心
目
翻
然
、
自
ら
其

の
倦
む
こ
と
を
忘
れ
、
手

よ

よ
り
釈
つ
る
に
忍
び
ざ
る
也
。
鳴
呼
休
い
哉
。
(郡
交
徴
書
三
篇

一
)

と
推
称
し
、
四
明
山
人
張
迫
も

「了
奄
語
録
の
後
祓
」
を
書

い
て
了
奄

の
才
徳
を
語

っ
て
お
る
も
の
が
あ
る
。

了
奄
は
帰
国
後
南
禅
寺
に
再
住
し
、
自
ら
そ
の
山
門
再
建
に
衣
資
を
投
ず
る
な
ど
し
て
い
る
が
最
後
は
東
福
寺
内

の
大
慈
院
に
隠
退

し
、
九
十

一
歳
を
以
て
寂
し
た
。

日
明
文
化
交
渉
の
一
斑

(福
嶋
)

九



一
〇

策
彦
周
良
(
一
五
〇

一
i

一
五
七
九
)

別
号
を
恰
斎
、
後
改
め
て
謙
斎
と
い
っ
た
。
天
龍
寺
内

の
妙
智
院
の
第
二
世
心
翁
等
安
の
弟
子
で
あ
る
。

少
年
の
時
代
か
ら
詩
文
の
天

才

を
発
揮
し
て
い
る
が
天
文
七
年

(
一
五
三
八
)
周
防
の
太
守
大
内
義
経
の
外
護
の
下
に
、
足
利
義
晴
将
軍

の
命
に
よ
っ
て
三
十
八
歳
で

遣
明
副
使
と
し
て
、
そ
の
翌
年
正
使
の
博
多
聖
福
寺
新
篁
院
の
湖
心
碩
鼎
と
共
に
寧
波
に
到
り
、
天
文
九
年
三
月
参
内
し
即
座
に
応
制

の
詩
を
呈
し
た
。

万
里
使
星
朝
奉
レ天

五
雲
捧
上
玉
楼
前

献
レ君
唯
以
昌無
彊
寿
一

我
是
日
東
蓬
島
仙

策
彦
は
在
明
中
、
彼
の
地
の
秀
才
と
相
交
わ
り
、
陳
白
沙
集
、
真
西
山
読
書
記
、
張
文
潜
集
、
郁
大
有
雪
窓
心
論
等
の
書
を
得
、
天

文
十
年
(
一
五
四
一
)帰
朝
し
た
が
其

の
帰
航
中
は
常
に

「文
献
通
考
」
を
旙
読
し
て
い
た
と
い
う
。
天
文
十
六
年

(
一
五
四
七
)
四
十
七
才

遣
明
正
使
と
し
て
第
二
回
目
の
入
明
を
な
し
、
世
宗
か
ら
北
京
城
に
迎
え
ら
れ
唱
和
の
詩
を
賜
わ

っ
た
。

熟
路
洋
中
船
鐵
軽

天
書
早
召
験
=吾
誠
一

禁
池
再
浴
恩
波
水

弊
垢
袈
娑
影
尚
清

策
彦

氏
姓
声
名
倶
不
γ軽

日
謙

日
7策
尽
】其
誠
一
前
来
錫
杖
今
杯
渡

戒
律
再
三
如
7水
清

世
宗

天
文
十
九
年

(
一
五
五
〇
)
帰
朝
す
る
や
後
奈
良
天
皇
は
遠
行

の
労
を
慰
め
て
宴
を
賜
い
、
織
田
信
長
は
其
の
徳
を
慕
う
て
城
中
に
請
じ
、

中

国
の
政
治
、
人
物
、
山
川
等
の
状
を
聴
取
し
、
甲
州

の
武
田
信
玄
は
師
を
敬
信
し
て
長
興
寺
恵
林
寺
に
迎
え
住
せ
し
め
、
更
に

一
寺

を
創
建
し
て
請
ず
る
も
固
辞
し
て
赴
か
ず
、
信
玄
自
ら
弟
子

の
礼
を
執
ろ
う
と
し
た
が
辞
し
て
他
に
譲
る
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
第

一
回
目
入
明

の
日
記
を
初
渡
集
、
二
度
目
の
を
再
渡
集
と
い
い
、
当
時
の
外
交
の
実
情
を
知
り
、
寧
波
や
北
京
の
地
理
風
物
人
情
を
知

る
好
資
料
で
あ
る
。
這
般
の
文
献
に
関
し
て
は
牧
田
諦
亮
博
士
の

「策
彦
入
明
記
の
研
究
」
上
下
巻
が
最
も
詳
し

い
。

策
彦
の
著
に
は



策
彦
和
尚
詩
集
、
謙
斎
雑
稿
、
謙
斎
疏
稿
、
城
西
聯
句
、
九
千
句
、
蟄
測
集
等
が
あ
り
、
策
彦
と
交
遊
の
あ

っ
た
中
国
の
文
人
で
策
彦

に
関
す
る
幾
多
の
詩
文
が
あ
る
が
今
は
そ
れ
に
及
ぶ
邊
を
持
た
ぬ
。

以
上
の
人
は
著
名
な

一
二
に
過
ぎ
ぬ
け
れ
ど
も
五
山
の
禅
侶
で
入
明
し
た
も
の
は
非
常
に
多
く
、

其
れ
等

の
人
々
は
帰
国
に
当

っ
て

儒
典
史
書
詩
文
集
な
ど
の
多
く
を
将
来
し
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
地
の
名
柄
大
儒
に
つ
い
て
仏
寺

の
塔
銘
、
頂
相
の
賛
、
語
録
文
集
の

序
嚴
等
を
請
う
て
持
ち
帰
る
こ
と
を
光
栄
と
し
、
之
が
我
が
国
五
山
文
学
の
上
に
影
響
刺
激
す
る
所
勘
し
と
せ
ぬ
も

の
が
あ

っ
た
。

来
朝
の
明
人

明
初
に
騒
乱
を
避
け
て
日
本
に
流
寓
し
、
ま
た
倭
冠
に
拉
致
さ
れ
て
来
朝
し
た
も
の
が
多
か

っ
た
。

そ
れ
等
の
中
に
は
遣
明
使
の
通

事
と
し
て
使
わ
れ
た
者
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

尤
も
来
日
し
た
明
人
で
日
本
文
化
の
助
成
に
貢
献
し
た
人
は
彫

刻
工
で
あ

っ
た
。

義
堂
周
信

(
二
三
一五
ー

一
三
八
八
)
の
日
記
空
華
日
工
集
に

唐
人
刮
字
工
陳
孟
千
、
陳
伯
寿
二
人
来
。
福
州
南
台
橋
人
也
。
丁
未
年
(貞
治
六
年
)
七
月
到
岸
。
大
元
失
7国
、
今
皇
帝
改
レ国
為
一大

明
一。
孟
千
有
レ詩
。
起
句
云
、
吟
毫
玉
兎
月
中
毛
。
(応
安
三
年
九
月
+
三
日
の
条
)

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
彼

の
地
の
印
版
工
の
陳
孟
千
や
陳
伯
寿
は
元
末
の
乱
で
失
職
し
て
渡
日
し
、
日
本
の
開
板
事
業
に
与

っ
た
の
で

あ

る
。
当
時
開
板
事
業
の
最
も
盛
ん
で
あ

っ
た
の
は
五
山
の
禅
刹
で
あ

っ
て
、
語
録

・
詩
文
集

・
僧
伝

・
儒
書
な
ど

の
出
版
、
世
に
い

う
五
山
版
な
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
天
龍
寺
が
開
創
の
翌
年
か
ら
四
十
年
間
に
亙

っ
て
、
夢
窓
国
師

の
法
嗣
、
春

屋
妙
繭
が
監
督
と

な
り
、
足
利
尊
氏

・
直
義

・
近
江
の
佐
々
木
氏
頼
其
の
他
の
大
名
の
援
助
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た
臨
川
寺
版
な
る
も

の
は
、
主
と
し
て

是
等
明

の
帰
化
人
の
手
で
印
行
さ
れ
て
い
る
。
其

の
頃
の
彫
工
で
有
名
な
人
は
陳
孟
栄
で
、
宗
鏡
録
、
平
石
如
砥
禅
師
語
録
、
禅
林
類

日
明
文
化
交
渉
の
一
斑
(福
嶋
)

二



一
二

聚
、
蒙
求
等
の
書
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
古
版
宗
鏡
録
第
百
巻
二
十
五
冊

の
識
語
に

応
安
辛
亥
結
制
日

天
龍
東
堂
春
屋
妙
龍
命
工
彫
之

江
南
陳
孟
栄
刊
刀

と
書
か
れ
、
宗
鏡
録

の
版
心
に
毎
巻
彫
工
の
名
が
あ

っ
て
三
十
余
人
に
及
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
印
行
に
は
相
当
数

の
人
が
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
解
る
。
こ
の
陳
孟
栄
と
並
ん
で
禽
良
甫
と
い
う
人
が
居
る
。
彼
は
凡
そ
二
十
五
年
間
、
開
版
事
業
に
尽
し
た
彫
工
で
福
建

道
興
化
路
薫
田
県
仁
徳
里
の
生
れ
、
嵯
峨
に
居
て
多
年
苦
心
し
て
般
若
心
経
疏
(応
安
二
年
た
蕉
春
出
版
)
月
江
語
録
二
冊

(応
安
三
年
六
月
)

碧
山
堂
集

一
冊
(応
安
五
年
八
月
)李
善
注
文
選
六
十
巻
(応
安
七
年
十
月
〉唐
柳
先
生
文
集
二
十
冊

(嘉
慶
元
年
舟
植
)無
量
寿
禅
師
日
用
清
規

一

巻
(刊
行
年
時
不
詳
)等
、
多
く
の
典
籍
を
出
版
し
た
。
李
善
注
文
選
の
奥
書
に

於
肩
本
嵯
峨
魯
二辛
亥
(応
安
四
年
)四
月
一起
刀
至
7今
苦
難
始
成
　
。
甲
寅
(応
安
七
年
)十
月
謹
題

と
あ
る
よ
う
に
非
常
な
苦
心
を
要
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
伝
法
正
宗
記

の
奥
書
に

福
建
道
興
県
仁
徳
里
住
人
命
良
甫
、
於
=日
本
嵯
峨
寓
居
一爲
=自
己
財
物
一、
置
7板
流
行
、
歳
子
孟
夏
四
月
謹
題

と
記
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

至
徳
元
年

(
=
二
八
四
)
四
月
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
正
宗
記
は
命
良
甫
が
私
財
を
郷

っ
て
刊
行
を
計

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
外
、
福

・
才

・
林

・
沈

・
元

・
月
古
な
ど
い
う
人

々
が
、

陳
孟
栄
や
愈
良
甫
を
助
け
て
出
版
に
努
力
し
て
い

た
こ
と
も
、
亡
命
の
明
人
か
我
が
文
化
の
為
め
に
寄
与
し
た
忘
れ
難
い
功
績
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
に
彫
版
工
の
渡
来
以
外
に
国
命
を

奉

じ
て
日
本
に
使
し
た
明
の
僧
侶
達
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
明
国
の
政
策
と
し
て
日
本
が
仏
教
国
で
あ
る
所
か
ら
、
宗
教
の
力
を
借
り
て

当
時
中
国
の
辺
境
に
出
没
し
恐
れ
ら
れ
た
倭
冠
な
る
も
の
の
勢
力
を
動
滅
し
よ
う
と
す
る
意
図
か
ら
出
た
も
の
ら
し

い
。

「明
鑑
」
の

明

太
祖
の
条
に

「良
懐
は
僧
の
祖
来
を
遣
は
し
表
を
奉
り
自
ら
臣
と
称
し
、
方
物
を
貢
す
。
帝
は
之
を
嘉
し
、
其

の
使
者
の
た
め
に
宴



を
賜
ひ
、
又
日
本
の
仏
教
国
た
る
を
以
て
、
僧
祖
閲
等
に
命
じ
て
彼
を
送
り
か
へ
さ
し
め
、
賜
与
甚
厚
な
り
L
と
言

っ
て
い
る
よ
う
な

こ
と
が
あ

っ
た
。
然
る
に
日
本
で
は
祖
閲
を
拘
留
し
二
年

の
後
に
釈
放
し
た
。

之
は
政
治
的
に
は
失
敗
の
如
く
見
倣
さ
れ
て
い
る
が
、

反

っ
て
文
化
的
に
は
有
利
な
結
果
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
祖
關
が
二
か
月
京
都
に
留
住
し
た
間
に
、

日
本
僧
と
交
わ
り
詩

文
を
改
側
し
た
り
詩
序
を
撰
作
し
た
り
し
て
当
時
の
五
山
僧
徒
の
文
学
に
資
す
る
所
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
祖
閲
仲
猷
は
嘉
興

府
天
寧
寺
の
住
持
で
文
中
二
年
(
一
三
七
三
)明
使
と
し
て
来
朝
し
た
の
で
あ
る
。
室
華
日
工
集
に
義
堂
周
信
は

(心
翁
中
樹
)

(克
勤
)

樹
中
心
出
示
寄
春
林
詩
軸
、
大
明
勤
無
逸
序
、
以
余
詩
白
雲
千
畳
人
何
在
、
黄
鳥

一
声
山
更
深
之
句
而
為
美
、

且
序
中
及
余
名
、

、

、

、

、

(無
逸
克
勤
)

、

、

、

、
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

(明
応
)

毎

々
対

人

称

又
寿

福

宗

俊

侍

者

、

近

来

自

京

、

出

空

谷

応

首

座

書

、

々
中

説

云
、

大

明

使

節

瓦

官

講

師

暑

閲

足

下

序

祓

等

文

藁

、

揚

極

口
、

但

以

未

多

見

古

・
律

詩

而
為

恨

云

云
、

(応
安

六
年

八
月
廿
三
日

の
条
)

と
記

し
、

ま

た
至

徳

二

年

(
一
三
八
五
)
二

月

廿

日

の
条

に

(克
動
)

(円
月
)

雪

漢

号

序

、

大

明

瓦

官

無

逸

作

記

、

梅
洲

老

人
中

岩

作

説

、

余

嘗

在

関

左

、

有

客

伝

公

命

、

伸

余

為

説

、

今

亦

為

之

序

云

、

と
述

べ

て

い
る

か
ら

明

の
使

節

の
金
陵

瓦

官
教

寺

の
住

持

無

逸

克

勤

の
如

き
も

詩

軸

の
序

文

な

ど

を

書

い
て

お

り
、

五

山

僧

の
文

学

を

刺

激

す

る
所

が
あ

っ
た

と
思

わ

れ

る

。

ま

た
応

永

九

年

(
一
四
〇
二
)
に
来

朝

し

た
天

倫

道

難

(禅
僧
)
・

一
奄

一
如

(教
僧
)
の
如

き

も

六

か
月

の
問

京

都

に
留

住

し

、

そ

の
詩

文

書

札

が

日
本

僧

の
間

に
珍

重

さ

れ

、

東

福

寺

の
岐

陽
方

秀

(
一
三
六

一
1

一
四
二
四
)
は
書

翰

を
天

倫

と

往

復

し

、
自

分

の
別

号

で
あ

る

「岐

山

」

の
字

説

を
求

め
、

去

冬

謹

ん

で
祖

阿

を

し

て
岐

山

字

説

を

求

め

し

め

し

に

、

辱

く

も
法

語

を
賜

ふ
。

喜

躍

の
至

り

に
勝

へ
ず

。

十

襲

し

て
以

て
至

宝

日
明
文
化
交
渉

の
一
斑

(
福
嶋
)

一
三



一
四

と
為
す
(不
二
遣
稿
、
与
天
倫
和
上
書
)

と

い
い今

又
謹
ん
で
法
偶
及
び
禅
詮
原
人
論
等
を
領
す
。
和
上
啓
発
の
功
、
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
携

へ
去

っ
て
披
諦
し
、

以
て
海
国

編
…地
の
晒
を
濃
ぐ
な
り

と
て
深
い
感
謝
を
捧
げ
て
い
る
。
ま
た

一
奄
に
対
し
て
も

秀
嘗
て
法
簾
の
本
国
に
入
る
を
聞
き
、
即
ち
安
下
の
処
に
趨
詣
し
、
百
拝
求
教
の
私
を
伸
べ
ん
と
欲
せ
り
。

而
る
に
官
禁
稻
や
厳

し
く
、
僧
人
の
和
尚

の
門
に
来
往
す
る
を
許
さ
ず
。
只
徒
ら
に
仰
慕
す
る
の
み
。
伏
し
て
慈
察
を
乞
ふ
。

藪
に
辱
く
も
不
二
室
銘

を
賜
は
る
。
奥
旨
深
義
、
其

の
仏
朧
の
正
伝
と
為
す
に
悔
ぢ
ざ
る
な
り
。
伏
読
長
詠
、
益

々
欽
歎
を
増
す
。

顧
る
に
余
や
至

っ
て

愚
、
極
め
て
隔
、
何
ぞ
是
の
如
き
の
至
宝
を
獲
ん
や
。
又
岐
山
の
詩
と
序
と
の
藁
已
に
成
り
了
る
と
承
る
。
輯

ち
唐
紙

一
張
を
納

る
、

重
ね
て
寵
製
を
賜
ら
ば
、

蕾
に

一
身
を
光
耀
す
る
の
み
な
ら
ず
、

実
に
本
国
千
歳

の
幸
な
り
。

秀
戦
汗
の
至
り
に
勝

へ
ず

(不
二
遺
稿
、
与

一
篭
和
尚
書
)

と
言

っ
た
よ
う
な
鄭
重
を
極
め
た
書
翰
を
送

っ
て
自
ら
の
室
号
た
る
不
二
室
の
銘
を
得
た
こ
と
や
、
自
分
に
対
す
る
岐
山
詩
序
を
得
る

喜

び
を
表
白
し
て
お
り
、
更
に

大
和
上
幸
に
本
国
に
入
る
。
学
者

の
久
し
く
繊
疑
細
惑
を
懐
く
が
如
き
者
も
、
亦
た
宜
し
く
決
を
求
め
信
を
後
世
に
取
る
べ
し
。

然
れ
ど
も
語
音
同
じ
か
ら
ず
。
官
法
も
亦
た
厳
し
。
敢
て
輯
ち
謁
を
法
住
席
下
に
通
ず
可
か
ら
ず
。

只
徒
ら

に
欽
慕
し
て
已
む
。

秀
暇
日
経
論
を
披
閲
し
、
疏
紗
を
索
捜
し
、
以
て
禅
観
を
助
く
。
然
る
に
器
識
闇
短
に
し
て
解
せ
ざ
る
所
多
し
。

珈
か
数
条
を
録



し
て
開
発
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
む
。

一
一
教
示
さ
る
れ
ば
至
幸
に
勝

へ
ず

と
好
学
に
燃
ゆ
る
熱
意
を
吐
露
し
て
教
を
乞
い
、
次

の
疑
問
、
仮
え
ば

一
問
、
金
剛
般
若
経
注
解
は
無
着
天
親

の
論
判
に
依
る
と
錐
も
。
面
は
北
峰

の
新
解
を
述
ぶ
る
に
似
た
り
。
然
ら
ば
則
ち
稜
伽
も

亦
た
所
述
有
り
や
。

一
問
、
永
明
の
宗
鏡
録
は
標
宗
問
答
引
証

の
三
章
を
列
す
と
錐
も
、
而
も
逐
章
文
義
浩
溝
に
し
て
読
者
望
洋
と
し
て
若
に
向
ふ
。

願
く
は
大
節
を
分

っ
て
以
て
大
義
を
示
さ
れ
よ

一
問
、
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
仏
等
の
十
念
は
、
誰
人
の
製
す
る
所
、
何
れ
の
経
文
に
出
つ
る
や

な

ど
と
言
う
十
ケ
条
を
列
挙
し
て
垂
教
を
望
み
、

華
厳
清
涼
国
師
大
銃
な
ど
五
部
の
書
を
商
船
に
付
し
て
日
本
の
学

者
の
為
め
に
恵
贈

さ

れ
る
こ
と
を
願
う
な
ど
岐
陽
と
天
倫

・
一
蓄
と
の
間
の
此

の
様
な
学
的
交
渉
は
当
時
の

一
斑
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
が

遣
明
使
た
ち

が
中
国
の
典
籍
類
を
将
来
し
た
数
の
霧
し
い
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
は
今
更
言
う
を
鹸
た
ぬ
。

文
明
八
年

(
一
四
七
六
)
遣
明
使
か
ら
要
求

し
た
書
目
の
中
に
は

仏
祖
統
記
、
法
苑
珠
林
、
賓
退
録
、
遜
斎
閑
覧
、
類
説
、
百
川
学
海
、
北
堂
書
妙
、
老
学
奄
筆
記
、
石
湖
集

な
ど
か
挙
げ
ら
れ
、
帰
朝
僧
の
持
ち
帰

っ
た
も
の
の
中
に
は
秘
簡
珍
籍
墨
蹟
の
類
も
相
当
に
多
く
、
我
が
国
の
文
運

に
清
新
の
気
を
加

え
与
う
る
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
を
多
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
は
主
と
し
て
文
学
的
思
想
的
方
面
に
お
け
る
日
明
文
化
の
交
渉

の
一
部
を

一
瞥
摘
記
し
た
に
過
ぎ
ぬ
け
れ
共
、
別
に
医
薬

・
工

芸

・
建
築
な
ど
多
方
面
に
亘

っ
て
中
国
の
知
識
を
こ
の
時
代
に
吸
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
漸
江
金
山
の
侯
継
高
の
編
し
た

「
日
本
風

日
明
文
化
交
渉
の
一
斑

(福
嶋
)

一
五



一
六

土
記
」
に
、

五
経
を
論
ず
れ
ば
則
ち
書

・
礼
を
重
ん
じ
て
、
詩

・
易

・
春
秋
を
忽
に
す
。

四
書
を
論
ず
れ
ば
則
ち
論
語

・
学
庸
を
重
ん
じ
、
孟

子
を
悪
む
。
又
仏
教
を
重
ん
じ
て
道
経
無
し
。
而
る
に
若
し
古
医
書
を
見
れ
ぱ
、
則
ち
必
ず
買
ふ
。

蓋
し
医
を
重
ん
ず
る
が
故
な

り

と
記
し
て
い
る
が
、
元
や
明
に
入

っ
た
邦
人

の
間
に
は
中
国
に
医
を
学
び
医
書
を
求
め
た
も
の
か
勘
く
な
か

っ
た
よ
う
で
、

一
四
八
四

年
に
入
明
し
た
妙
心
寺

の
僧
田
代
三
喜
は
十
二
年
在
明
し
、
李
東
垣
(名
は
果
字
は
明
之
、
金
の
名
医
)
朱
丹
漢
(名
は
震
字
は
彦
条
、
元
の
名
医
)

一
派
の
医
術
を
学
び
伝
え
て
帰
国
し
、
日
本
に
お
け
る
李
朱
医
学
派
の
開
祖
と
な
り
、
そ
の
弟
子
曲
直
瀬

一
漢

(名
は
正
盛
、
号
道
三
)は

之
を
継
い
て
宋
の
医
方
を
廃
し
て
新
方
を
以
て
し
、
近
世
医
術
の
中
興
の
祖
と
な

っ
て
い
る
。

明
の
孝
宗
の
時
代
に
入
明
し
張
仲
景

の

医
術
を
伝
え
た
阪
浄
運
と
か
、

一
五
三
九
年
と

一
五
四
七
年
に
策
彦
と
共
に
入
明
し
明
の
世
宗
を
治
療
し
帰
国
に
当

っ
て
医
書
を
勅
賜

さ
れ
た
吉
田
宗
桂

(意
安
)、
=
二
六
九
年
に
入
明
し
、
道
士
金
翁
か
ら
医
術
の
秘
訣
を
伝
え
、
洪
武
年
間
、
時
の
皇
后
の
出
産
に
投
薬

し
て
験
あ
り
、
安
国
公
の
封
を
賜
わ
り
、
二
二
七
八
年
帰
国
し
た
竹
田
昌
慶
と
か
、
明
の
世
宗
の
時
、
大
内
義
弘
の
命
で
入
明
し
針
術
を

研
究
し
た
金
持
重
弘
、
或
は
ま
た
南
禅
寺

の
僧
で
畠
山
義
宣
に
派
遣
さ
れ
明
国
で
薬
方
を
研
究
し
、
鄭
舜
功
な
る
人
を
伴
い
帰

っ
て
中

国

の
薬
方
を
伝
え
た
と
い
う
昌
虎
首
座
な
ど
が
あ
る
。
元
の
国
が
亡
び
明
に
仕
え
ず
し
て
来
朝
、
九
州
で
開
業
し
た
陳
順
祖
、

京
都
に

来
て
将
軍
諸
侯
に
厚
遇
さ
れ
た
其
の
子
の
陳
大
年
、
大
年

の
孫

の
陳
祖
田
の
如
き
名
医
は
、
当
時
の
禅
僧

の
間
に
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

ち
ん
う
い
ろ
う

(陳
大
年
が
元
に
仕
え
て
礼
部
員
外
郎
で
あ

っ
た
と
い
う
所
か
ら
、
彼
等
を

一
様
に
陳
外
郎
と
称
し
た
)
武
将
の
細
川
勝
元
は
医
術
を

研
究
し

「
霊
蘭
集
」
を
編
纂
し
、
古
今
の
医
書
を
抜
奉
分
門
類
聚
し
、
和
字
を
用
い
て
観
覧
の
便
に
供
し
た
。

之
は
中
国
の
医
書
に
本



ず

い
て
作
ら
れ
た
日
本
医
書

の
礪
矢
で
あ
る
。
そ
の
頃
医
書
大
全
十
巻
か
輸
入
さ
れ
、

阿
佐
井
宗
瑞
の
力
で
覆
刻
さ
れ
た
の
か
日
本
に

お
け
る
医
書
開
版

の
最
初
だ
と
い
わ
れ
る
。
蔭
涼
軒
日
録
や
翰
林
五
鳳
集
に
は
薬
品
を
中
国
に
求
め
た
記
事
が
あ
る
が
、

日
明
交
通
に

よ

っ
て
漸
次
医
薬

の
輸
入
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

食
物
関
係
で
は
饅
頭

・
豆
腐

・
砂
糖
が
禅
僧
其
他
に
よ

っ
て
伝
来
さ
れ
、
美
術
工
芸
方
面
で
は
、
宋
元
風

の
幽
玄
瀟
洒
な
水
墨
の
手

法
が
如
拙

・
周
文

・
宗
丹

・
蛇
足
雪
舟
雪
村
等
等
多
く
の
人

々
の
作
品
の
上
に
取
入
れ
ら
れ
、
建
築
で
は
禅
寺
と
邸
宅
と
の
融
合
に
よ

る

一
種
の
形
式
が
造
成
さ
れ
て
唐
様
建
築
が
興
り
、

陶
磁
器
に
於
て
も
明
僧
に
伴
随
し
帰
朝
し
た
工
人
に
よ

っ
て
新
機
軸
が
発
揮
さ
れ

た
。
永
正
六
年

(
一
五
〇
九
)
了
蕎
桂
悟
と
共
に
入
明
し
た
伊
勢
松
阪
の
祥
瑞
の
如
き
磁
器
の
製
法
を
伝
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
茶
道
香

道

の
流
行
と
共
に
雅
客
の
好
み
に
応
ず
る
新
案
が
生
ま
れ
た
の
も
此

の
頃
で
あ
る
。

ま
た
別
の
方
面
で
此
の
時
代
に
能
楽
の
起

っ
た
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
応
永
年
間
に
結
城
次
郎
観
阿
弥
と
其

の
子
、
左
衛
門
大

夫
元
清
世
阿
弥
と
二
人
に
よ
っ
て
在
来
の
猿
楽
を
改
め
て
、

元
の
雑
劇
に
倣

っ
て
曲
節
を
定
め
た
所
謂
謡
曲
な
る
も

の
が
現
わ
れ
た
。

謡
曲
と
元
曲
と
は
形
式
が
相
似
た
所
が
多
い
と
い
う
点
で
、
元
曲
が
直
に
謡
曲
の
源
流
だ
と
断
定
す
る
の
に
は
勿
論
異
説
が
あ
ろ
う
、

け
れ
ど
も
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
元
曲
は
新
井
白
石
の
俳
優
考
に
も
言
及
し
て
い
る

よ
う
に
元
明
と
往
来
し
た
禅
僧
た
ち
の
移
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
謡
曲
の
中
に
は
禅
的
な
思
想
を
持

っ
た
も
の
が
多

々
あ

っ

て
、
そ
の
主
な
も
の
は
禅
僧
乃
至
禅
に
趣
味
を
持

つ
人
の
手
に
成

っ
た
と
見
ら
れ
る
向
も
あ
る
。

山
姥

・
江

口
の
曲

を
古
来

一
休
禅
師

の
作
と
言
い
、
兼
平
、
高
砂
は
正
徹

の
作
と
伝
え
る
の
も
其
の
間
の
消
息
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

新
芸
術
の
能
楽

の
生
ま
れ
た
後
、

音
楽
と
し
て
三
味
線
が
這
入

っ
て
い
る
。
之
は

一
般
に
琉
球
か
ら
の
伝
来
と
な

っ
て
い
る
か
、
本
は
中
国
の
も
の
ら
し
い
。

此
の
楽
器

日
明
文
化
交
渉
の
一
斑
(福
嶋
)

一
七



一
八

の
流
行
は
江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
で
あ
る
が
之
に
よ

っ
て
我
が
国
の
芸
能
界
に

一
生
面
を
作

っ
た
こ
と
な
ど
共
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で

あ
ろ
う
。

こ
の
種
の
問
題
に
就
い
て
は
木
宮
泰
彦
師

の
日
支
交
通
史
、

中
国
王
輯
五
著

の
日
支
交
通
史
其
の
他
専
家
の
研
究

に
待
つ
べ
く
、
こ

の
取
る
に
足
ら
ぬ
断
想
を
綴
る
に
怪
幌
た
る
も
の
あ
る
を
知
り
つ
つ
敢
て
し
た
所
以
は
、
大
方
の
学
匠
諸
君
子
が
特

に
衰
老
の

一
窮
措

大

の
た
め
に
貴
重
な
玉
稿
を
寄
せ
賜
わ

っ
た
学
恩
に
感
激
し
、

ま
た
こ
の
書

の
編
集
に
神
労
を
惜
し
ま
ず
終
始
尽
く
さ
れ
た
花
園
大
学

の
諸
学
士
に
対
し
、
懇
謝
す
る
寸
衷
に
出
た
も
の
と
し
て
亮
察
せ
ら
れ
た
い
。


